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『
減
塩
教
室
』
の
お
知
ら
せ

日　
時　
12
月
９
日
㈮�

　

�

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時�

�

（
受
付
午
前
９
時
15
分
～
）

場　
所　
成
東
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対　
象　
山
武
市
民

内　
容　
高
血
圧
予
防
の
講
話
・
減
塩

食
の
調
理
実
習

定　
員　
20
人（
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円

申
込
期
間　
11
月
１
日
㈫
～

（
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）

※	

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布
巾

２
枚
、
筆
記
用
具
、
運
動
の
で
き
る

服
装

S
・
T　
健
康
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
７
２

主　
催　
山
武
市
保
健
推
進
員
協
議
会

　

月
８
日
は
「
い
い
歯
の
日
」

皆
さ
ん
、
普
段
か
ら
よ
く
噛か

ん
で
食

事
を
し
て
い
ま
す
か
。
次
の
よ
う
な
食

べ
方
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
方
は
い

ま
せ
ん
か
。

①
テ
レ
ビ
や
新
聞
、
ケ
ー
タ
イ
や
ス
マ

ホ
な
ど
の「
見
な
が
ら
食
べ
」

②
食
事
に
は
水
や
お
茶
な
ど
、
飲
み
物

が
欠
か
せ
な
い「
流
し
込
み
食
べ
」

③
口
を
閉
じ
ず
に
物
を
噛
む「
く
ち
ゃ

く
ち
ゃ
食
べ
」

④
ひ
と
く
ち
量
よ
り
多
く
口
に
入
れ
る

「
詰
め
込
み
食
べ
」

⑤
食
べ
物
が
ま
だ
口
の
中
に
あ
る
の

に
、次
の
食
べ
物
を
口
に
入
れ
る「
交

通
渋
滞
食
べ
」

⑥
食
材
や
硬
さ
が
単
一
な
メ
ニ
ュ
ー

で
、
１
食
を
済
ま
せ
る「
マ
ン
ネ
リ

食
べ
」

⑦「
い
た
だ
き
ま
す
」

か
ら「
ご
ち
そ
う
さ

ま
」ま
で
箸
を
休
め

な
い「
一
気
食
べ
」

一
つ
で
も
当
て
は
ま
っ
た
人
は
、
普

段
か
ら
よ
く
噛
ん
で
食
べ
て
い
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
よ
く
噛
む
こ
と
に

よ
っ
て
、
食
べ
物
の
消
化
を
助
け
て
く

れ
た
り
、
肥
満
を
抑
制
し
た
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。
こ
の

「
い
い
歯
の
日
」を
機
に
改
め
て
、
ひ
と

く
ち
30
回
以
上
噛
む
こ
と
を
意
識
し
、

ゆ
っ
く
り
味
わ
っ
て
食
事
を
す
る
習
慣

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

T　
健
康
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
７
２

　
月
14
日
は

�

「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
」

糖
尿
病
は
、
初
期
だ
と
痛
み
な
ど
の

自
覚
症
状
が
な
い
た
め
気
づ
き
に
く

く
、
知
ら
ず
に
進
行
し
て
い
る
場
合
が

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

1
年
に
1
回
は
健
診
を
受
け
、
自
分
の

健
康
状
態
を
知
り
、
特
に
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
指
摘
さ
れ
た
人
は

生
活
を
振
り
返
り
、
甘
い
も
の
や
お
酒

な
ど
の
カ
ロ
リ
ー
の
摂
り
す
ぎ
・
運
動

不
足
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

11
月
12
日
㈯
の
午
前
９
時
30
分
～

山
武
市
役
所
大
会
議
室
に
て「
な
る
ほ

ど
！
糖
尿
病
塾
」の
講
演
会
が
行
わ
れ

ま
す
。
シ
ョ
ー
ト
コ
ン
ト
で
楽
し
く
学

べ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

S
・
T　
健
康
支
援
課

　

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
７
１

は
つ
ら
つ
教
室
参
加
者
募
集

運
動
機
能
・
口
腔
機
能
の
向
上
・
認

知
症
予
防
等
に
力
を
入
れ
た
、
プ
ロ
に

よ
る
個
別
サ
ポ
ー
ト
教
室
で
す
。

対
象
者　
山
武
市
に
住
所
を
有
す
る
65

歳
以
上
の
方

日　
時　
12
月
21
日
～
平
成
29
年
３
月

22
日（
全
13
回
毎
週
水
曜
日
）

　
午
前
コ
ー
ス　
午
前
10
時
～
正
午

　
午
後
コ
ー
ス　
午
後
２
～
４
時

会　
場　
松
尾
Ｉ
Ｔ
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

定　
員　
各
コ
ー
ス
15
人（
先
着
順
）

費　
用　
無
料

持
ち
物　
運
動
の
出
来
る
服
装
・
室
内

用
運
動
靴
・
タ
オ
ル
・
飲
み
物

申
込
期
限　
11
月
18
日
㈮

S
・
T　
山
武
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
４
３

11

11

　健
康・福
祉

献血にご協力を

お願いします

冬場は、風邪などで体調を崩
す方が多いことや寒さで献血
者が減少してしまいます。
血液を必要とする患者さんに
安定して血液をお届けするた
め、ご協力をお願いします。

日　時　12月２日㈮　
　　　　�午前10～11時45分�  

午後１～４時
会　場　成東保健福祉センター
T　健康支援課
☎0475(80)1173
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（
い
い
）月　
（
み
ら
い
）日

�

は
「
年
金
の
日
」

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」や「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」で
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
と

年
金
受
給
見
込
額
を
確
認
し
、
未
来
の

生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。「

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」を
ご
利
用
い
た

だ
く
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記

録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来
の
年
金

受
給
見
込
額
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
年

金
記
録
を
基
に
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン

の
試
算
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」に
つ
い
て
は
、

日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
い
た
だ
く
か
、
千
葉
年
金
事
務
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

T　
千
葉
年
金
事
務
所

�

☎
０
４
３（
２
４
２
）６
３
２
０

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

h
http://w

w
w
.nenkin.go.jp/

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は

�

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

国
民
年
金
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控

除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控

除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
の
は
、
そ
の
年
の
１
月

か
ら
12
月
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
の

全
額
で
、
過
去
の
年
度
分
や
追
納
分
、

配
偶
者
や
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料

を
支
払
っ
た
場
合
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
行
う
と
き
に
、

保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る

書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

平
成
28
年
１
月
１
日
～
９
月
30
日
ま

で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ

れ
た
方
に
は
、
11
月
上
旬
に
日
本
年
金

機
構
か
ら「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保

険
料
）控
除
証
明
書
」が
送
ら
れ
ま
す
の

で
、
申
告
書
の
提
出
の
際
に
は
必
ず
こ
の

証
明
書
ま
た
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い（
平
成
28
年
10
月
１
日
～
12
月

31
日
ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ
め
て
国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
た
方
へ
は
、
来

年
の
２
月
上
旬
に
送
ら
れ
ま
す
）。

T　

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

�

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）１
１
７

　
（
Ｉ
Ｐ
電
話
等

�

０
３（
６
７
０
０
）１
１
３
０
）

　
千
葉
年
金
事
務
所　

�

　
☎
０
４
３（
２
４
２
）６
３
２
０

h
http://w

w
w
.nenkin.go.jp/

11

30

交通災害共済　随時申し込み受付中
 
共 済 期 間　加入受付日の翌日から平成29年８月31日まで
年　会　費　加入月によって異なります。
加入申込日　　　　　会 費 の 額

平成28年	 11月	 　　600円
　　　　 	 12月	 　　500円
平成29年 	 １月	 　　500円
　　　　　	２月	 　　400円
　　　　　	３月	 　　300円
　　　　　	４月	 　　300円
　　　　　	５月	 　　200円
　　　　　	６月	 　　200円
　　　　　	７月	 　　100円
　　　　　	８月	 　　100円

対象となる事故　�車両（自動車、オートバイ、自転車など）の交通事故で交通事故証明書（原則として人
身事故扱い）が発行されたもの。

共済見舞金　死亡･･････150万円・障害･･････２～50万円（医療機関受診日数により決定）
　　　　　　身体障害（１級または２級）･･････障害見舞金のほかに50万円
申し込み場所　市民課市民生活係または各出張所窓口
T　市民課　☎0475（80）1271
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第　
回
青
少
年
ス
キ
ー
教
室

4
日
間
と
も
プ
ロ
の
ス
キ
ー
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
が
指
導
し
ま
す
。

日　
時　
12
月
25
日
㈰
～
28
日
㈬

�
（
３
泊
４
日
）

宿　
舎　
清
里
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル

ス
キ
ー
場　
シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
ス
キ
ー
場

対　
象　
小
学
３
年
生
～
中
学
生

定　
員　
45
人（
先
着
順
）

参
加
費　
３
万
９
５
０
０
円（
交
通
・

宿
泊
・
食
事
・
講
習
・
保
険
代
含
む
）

S
・
T　
千
葉
県
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
協
会

�

☎
０
４
３（
２
５
２
）７
０
６
０

平
成　
年
度
学
童
ク
ラ
ブ

�

利
用
に
係
る
説
明
会
・
申
請
受
付

学
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
対
象
者
は
、
市

内
の
小
学
校
に
就
学
し
、
放
課
後
に
監

護
を
受
け
ら
れ
な
い
児
童
で
す
。

◆
説
明
会

日　
時　
11
月
26
日
㈯　
午
前
10
時
～

場　

所　

松
尾
Ｉ
Ｔ
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
多
目
的
室（
託
児
所
を
開
設
し

ま
す
）

◆
申
請
方
法

申
請
期
間　
12
月
１
日
㈭
～
26
日
㈪

申
請
書
類　
説
明
会
時
に
配
付

提
出
場
所　
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各

学
童
ク
ラ
ブ

◆
学
童
保
育
実
施
場
所

�

成
東
学
童
ク
ラ
ブ
・
大
富
学
童
ク
ラ

ブ
・
南
郷
学
童
ク
ラ
ブ
・
鳴
浜
学
童

ク
ラ
ブ
・
緑
海
学
童
ク
ラ
ブ
・
日
向

学
童
ク
ラ
ブ
・
睦
岡
学
童
ク
ラ
ブ
・

山
武
西
学
童
ク
ラ
ブ
・
山
武
北
学
童

ク
ラ
ブ
・
蓮
沼
学
童
ク
ラ
ブ
・
松
尾

学
童
ク
ラ
ブ
・
大
平
学
童
ク
ラ
ブ
・

豊
岡
学
童
ク
ラ
ブ

T　
子
育
て
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
３
１

※
成
東
学
童
ク
ラ
ブ（
成
東
小
学
校

区
）を
ご
希
望
の
方
は
、
成
東
学
童
ク

ラ
ブ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

T　
成
東
学
童
ク
ラ
ブ

�

K
０
９
０（
４
７
５
５
）８
１
６
４

（
平
日
の
午
後
２
～
６
時
）

61

29

育
教・
て
育
子

今年度の受賞作品昨年度の受賞作品

亀井　愛彩さん

あんとんねぇさ～ in 山武市

『九十九里地域認知症家族の会』

日時　11月22日㈫　午後１時30分〜３時30分

会場　成東文化会館のぎくプラザ

日時　11月26日㈯　午前11時～午後３時
会場　さんぶの森交流センターあららぎ館
S・T　山武市地域包括支援センター
� ☎0475（80）2643

さんぶの森元気館　11月～運動コース型教室

（５回コース）　参加者募集
　料金等、詳しい内容は施設まで
お問い合わせください。
　皆さんの申し込みをお待ちしてお
ります。
　お申し込み、お問い合わせは、お
電話にてご連絡ください。
S　さんぶの森元気館
　☎0475（80）9300（直通）

　千葉県小・中・高校席書大会（一般社団法人
書星会・千葉日報社主催）で成東東中学校３年
生の亀

かめ
井
い

愛
あ

彩
や

さんが、昨年度の第64回大会に
引き続き今年度の第65回大会でも「千葉県美
術会長賞」を受賞しました。

おめでとうございます
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結
婚
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

山
武
市
結
婚
相
談
連
絡
会
で
は
、
結

婚
を
希
望
す
る
市
内
在
住
の
独
身
男
女

を
対
象
と
し
て
結
婚
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

ま
た
、
結
婚
相
談
連
絡
会
に
利
用
者

登
録
す
る
と
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
等
の
情

報
提
供
や
結
婚
相
談
を
継
続
的
に
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日　
時　
11
月
27
日
㈰　
午
後
１
時
30

分
～
３
時

場　
所　
山
武
市
役
所
第
1
会
議
室

T　
山
武
市
結
婚
相
談
連
絡
会
事
務
局

（
わ
が
ま
ち
活
性
課
）　

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
０
２

結
婚
新
生
活
を
支
援
し
ま
す

市
で
は
、
今
年
度
、
少
子
化
対
策
の

強
化
を
目
的
と
し
て
、
新
婚
世
帯
が
新

生
活
を
始
め
る
際
の
新
居
の
住
居
費
や

引
越
し
費
用
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
と
な
る
方

・
平
成
28
年
４
月
６
日
以
降
に
婚
姻
届

を
提
出
し
、
受
理
さ
れ
た
夫
婦

・
世
帯
の
所
得
が
３
０
０
万
円
未
満
で
あ

る
こ
と（
所
得
証
明
書
を
も
と
に
、
平

成
26
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
夫
婦
の
所
得
を
合
算
し
た
金
額
）

・
対
象
と
な
る
住
居
が
市
内
に
あ
り
、

夫
婦
と
も
に
当
該
住
居
の
住
所
地
に

住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と

・
夫
婦
と
も
に
市
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
こ
と

補
助
の
対
象

住
居
費（
結
婚
を
機
に
新
た
に
物
件

を
購
入
ま
た
は
貸
借
す
る
際
に
要
し
た

費
用
）と
引
越
し
費
用（
引
越
し
業
者
等

へ
支
払
う
実
費
）

補
助
額

住
居
費
と
引
越
し
費
用
を
合
わ
せ
た

額
を
対
象
と
し
、
一
世
帯
あ
た
り
18
万

円
を
上
限
と
し
ま
す
。

S
・
T　
企
画
政
策
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
３
１

計
量
器（
は
か
り
）定
期
検
査
を

�
実
施
し
ま
す

今
年
は
、
２
年
に
１
回
実
施
す
る
特

定
計
量
器
定
期
検
査
の
実
施
年
で
す
。

計
量
法
の
規
定
に
よ
り
、
商
店
・
工

場
・
病
院
・
学
校
等
で
計
量
器（
は
か

り
）を
取
引
ま
た
は
証
明
に
使
用
し
て

い
る
方
は
、
必
ず
受
検
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
受
検
し
な
い
場
合
は
、
計
量

法
違
反
と
し
て
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

検
査
日
・
場
所　

12
月
5
日
㈪　
さ
ん
ぶ
の
森
交
流
セ�

　
　
ン
タ
ー
あ
ら
ら
ぎ
館
バ
イ
オ
マ
ス
棟

12
月
6
日
㈫　
松
尾
出
張
所

12
月
7
日
㈬　
蓮
沼
出
張
所（
蓮
沼�

　
　
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
）

12
月
8
日
㈭　
山
武
市
役
所

12
月
9
日
㈮　
山
武
市
役
所

検
査
時
間　
午
前
10
時
30
分
～
正
午
・

午
後
１
～
３
時

検
査
当
日
持
参
す
る
も
の

・ 

計
量
器（
増
お
も
り
ま
た
は
分
銅
を

使
用
す
る
も
の
は
一
緒
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
）

・ 

検
査
手
数
料（
一
台
に
つ
き
５
０
０

～
３
６
０
０
円
程
度
）

・ 

市
か
ら
の
通
知「
計
量
器（
は
か
り
）

定
期
検
査
の
お
知
ら
せ
」

※
対
象
者
で
、
通
知
が
届
か
な
い
方
は
、

わ
が
ま
ち
活
性
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

T　

わ
が
ま
ち
活
性
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
０
１

参
加
者
募
集

�
再
就
職
セ
ミ
ナ
ー
＆
相
談
会

県
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・
匝

瑳
市
・
旭
市
・
横
芝
光
町
と
共
催
で
、

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
を
対
象
に
、
就

職
活
動
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。
ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
を
対

象
に
、
生
活
・
就
労
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
お
悩
み
に
つ
い
て
、
相
談
員
が
一
対

一
で
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

期　
日　
11
月
25
日
㈮

場　
所　
匝
瑳
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３

−

３
５
）

参
加
費　
無
料

◆
子
育
て
お
母
さ
ん
の
た
め
の
再
就
職

支
援
セ
ミ
ナ
ー

時　
間　
午
前
10
時
～
12
時
30
分

テ
ー
マ　
自
己
理
解
、
就
職
ス
キ
ル

対　
象　
就
職
を
希
望
す
る
子
育
て
中

の
女
性

定　
員　
30
人（
先
着
順
）

※
１
歳
以
上
の
未
就
学
児
を
対
象
に
託

児
室
を
用
意
し
ま
す
。
先
着
６
人
ま

で
と
な
り
ま
す
の
で
、
セ
ミ
ナ
ー
申

し
込
み
時
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

◆
生
活
就
労
出
張
相
談

時　
間　
午
後
１
時
30
分
～
４
時（
１

人
30
分
程
度
の
交
代
制
）

定　
員　
４
人（
先
着
順
）

※
セ
ミ
ナ
ー・相
談
会
と
も
に
予
約
制
で
す
。

雇
用
保
険
受
給
中
の
就
職
活
動
実
績

に
な
り
ま
す
。

T　
わ
が
ま
ち
活
性
課　

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
０
１

S　
匝
瑳
市
産
業
振
興
課
商
工
観
光
室

�

☎
０
４
７
９（
７
３
）０
０
８
９

産
　
業



11 広報さんむ2016.11月

狩
猟
期
間
が
始
ま
り
ま
す

11
月
15
日
～
平
成
29
年
２
月
15
日
ま

で
の
３
カ
月
間
は
狩
猟

が
解
禁
と
な
り
ま
す
。

山
林
・
原
野
に
立
入

る
際
は
、
ハ
ン
タ
ー
が

認
識
し
や
す
い
よ
う
に
、
赤
、
オ
レ
ン

ジ
等
の
目
立
つ
色
彩
の
服
装
の
着
用

や
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
あ
げ
た
ラ
ジ
オ
を

携
帯
す
る
な
ど
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

T　
山
武
地
域
振
興
事
務
所
地
域
環
境

保
全
課

�

☎
０
４
７
５（
５
５
）３
８
６
２

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る

�

情
報
伝
達
訓
練

津
波
や
武
力
攻
撃
等
の
災
害
時
に
、

J
ア
ラ
ー
ト（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
）に
よ
り
国
か
ら
伝
達
さ
れ
る
緊
急

情
報
を
、
防
災
行
政
無
線
の
放
送
等
に

よ
り
確
実
に
市
民
の
皆
さ
ん
へ
お
伝
え

で
き
る
よ
う
に
全
国
一
斉
に
情
報
伝
達

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

訓
練
で
は
、
防
災
行
政
無
線
の
放
送

お
よ
び
山
武
市
安
心
安
全
メ
ー
ル
を
配

信
し
ま
す
。

訓
練
日
時

　
11
月
29
日
㈫　
午
前
11
時

防
災
行
政
無
線
放
送
内
容

・
上
り
チ
ャ
イ
ム

・「
こ
れ
は
、
テ
ス
ト
で
す
」×
3
回

・「
こ
ち
ら
は
防
災
さ
ん
む
で
す
」

・
下
り
チ
ャ
イ
ム

※
山
武
市
安
心
安
全
メ
ー
ル
は
、「
防
災
・

国
民
保
護
情
報
」の
受
信
を
選
択
さ
れ

て
い
る
方
を
対
象
に
配
信
し
ま
す
。

T　
消
防
防
災
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
１
６

犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種
・

注
射
済
票
の
発
行
は
お
済
み
で
す
か

犬
の
所
有
者
は
、
生
後
91
日
以
上
の

飼
い
犬
に
年
１
回
、
狂
犬
病
予
防
注
射

を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
ら
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
動
物
病

院
等
で
注
射
を
受
け
、
山
武
市
役
所
環

境
保
全
課
窓
口
で
狂
犬
病
予
防
注
射
済

票
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い（
予
防

注
射
を
接
種
す
る
際
は
、
獣
医
師
に
相

談
の
う
え
接
種
し
て
く
だ
さ
い
）。

ま
た
、
既
に
予
防
注
射
を
接
種
済
み

の
場
合
で
、
市
役
所
に
届
出
を
出
し
て

い
な
い
方
も
狂
犬
病
予
防
注
射
済
証
・

印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
山
武
市
役
所
環

境
保
全
課
窓
口
で
狂
犬
病
予
防
注
射
済

票
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
飼
い
主
・
住
所
等
の
変
更
、

死
亡
し
て
い
る
場
合
は
、
必
ず
山
武
市

役
所
環
境
保
全
課
で
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

T　
環
境
保
全
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
６
１

ハ
チ
に
注
意

秋
は
、
ハ
チ
の
活
動
が
活
発
に
な
る

季
節
で
す
。

む
や
み
に
ハ
チ
の
巣
な
ど
に
近
寄
る

の
は
危
険
で
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

公
共
の
施
設
や
公
園
、
道
路
な
ど
で

ス
ズ
メ
バ
チ
等
の
巣
を
発
見
し
た
場
合

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
個
人
が
所
有
す
る
家
屋
や
土

地
等
で
発
見

さ
れ
た
巣
に

つ
い
て
は
、

直
接
専
門
業

者
に
駆
除
の

相
談
を
し
て

い
た
だ
け
る

よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

市
内
業
者

　
㈲
ク
リ
ー
ン
ラ
イ
フ

�

（
蓮
沼
ロ
２
９
９
３
︱
1
）

   �

☎
０
４
７
５（
８
６
）３
３
４
４

　
綜
合
技
建
㈱�

（
白
幡
２
９
３
５
）

�

☎
０
４
７
５（
８
２
）０
３
９
０

　
千
葉
県
害
虫
防
除
協
同
組
合

�

☎
０
４
３（
２
２
１
）０
０
６
４

T　
環
境
保
全
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
６
１

ご
み
ゼ
ロ
運
動
に

�

ご
協
力
く
だ
さ
い

実
施
日　
11
月
20
日
㈰　
午
前
８
～
11

時（
雨
天
決
行
）

場　
所　
市
内
の
道
路
沿
い

収
集
方
法　
市
か
ら
配
布
し
た
ご
み
袋

に
、
紙
く
ず
・
カ
ン
・
ビ
ン
な
ど
を

集
め
て
く
だ
さ
い
。

※
粗
大
ご
み
は
対
象
外
で
す
。
発
見
し

た
場
合
は
、
そ
の
場
所
か
ら
動
か
さ

ず
に
、
環
境
保
全
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

T　
環
境
保
全
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
６
１

暮
ら
し・環
境
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行政からの
お知らせ

information

わ
が
家
の
耐
震
相
談
会

�

地
震
に
備
え
て
耐
震
化
を

住
ま
い
の
耐
震
性
に
つ
い
て
無
料
で

建
築
士
に
相
談
で
き
ま
す
。

相
談
の
ほ
か
、
補
強
金
具
の
模
型
や

パ
ネ
ル
の
展
示
、
お
子
さ
ん
も
楽
し
め

る
紙
工
作
を
ご
用
意
し
、
建
物
の
揺
れ

や
耐
震
化
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
お

伝
え
し
ま
す
。

日　
時　
11
月
23
日（
水
・
祝
）

　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

会　
場　
あ
ら
ら
ぎ
館
イ
ベ
ン
ト
広
場

�

（
産
業
ま
つ
り
会
場
内
）

対　
象　
昭
和
56
年
以
前
に
新
築
し
た

木
造
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方

内　
容　

�

建
築
士
に
よ
る
個
別
相
談

参
加
費　
無
料

定　
員　
先
着
10
組（
予
約
優
先
）

電
話
、
メ
ー
ル
な
ど
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い（
電
話
は
土
日
祝
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）。

申
込
期
限　
11
月
17
日
㈭

※
定
員
に
達
し
な
か
っ
た
場
合
は
当
日

受
け
付
け
で
き
ま
す
。

主　
催　
千
葉
県

共　
催　
山
武
市

協　
力　
千
葉
県
建
築
士
事
務
所
協
会

S
・
T　
都
市
整
備
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
９
１

m
toshiseibi@

city.sam
m
u.lg.jp

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権�

�
�

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス

ト
ー
カ
ー
等
の
女
性
を
め
ぐ
る
各
種
の

人
権
問
題
に
つ
い
て
、
11
月
12
～
25
日

の「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
」期
間
中
、
全
国
一
斉
に
人
権
擁
護

委
員
が「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

を
通
じ
て
、
相
談
に
応
じ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

千
葉
県
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
で
は
、
11
月

14
～
20
日
を
強

化
週
間
と
し
次

の
と
お
り
相
談

に
応
じ
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
お

電
話
く
だ
さ
い
。

日　
時　
11
月
14
日
㈪
～
18
日
㈮　
午

前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　
11
月
19
日
㈯
、
20
日
㈰　
午
前
10
時

～
午
後
５
時

対
応
者　
千
葉
県
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
女
性
人
権
擁
護
委
員
、
千
葉
地
方

法
務
局
人
権
擁
護
課
職
員

�

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

T　
千
葉
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
事

務
局（
千
葉
地
方
法
務
局
人
権
擁
護

課
内
）

�

☎
０
４
３（
２
４
７
）３
５
５
５

　11月は「動物による危害防止対策強化月間」です。次のことに注意して、動物による事故や迷惑を
防止しましょう。
・犬の登録と年１回の狂犬病予防接種は、法律に定められた飼い主の義務です。
・�猫は屋内で飼いましょう。糞尿や鳴き声による被害を防止でき、感染症や交通事故等の危険から猫
を守ることができます。また、飼い主のいない猫の世話をする場合
には、地域猫活動等の実施を検討しましょう。

・犬猫合わせて 10頭以上飼う場合、保健所への届け出が必要です
　（91日齢未満の犬猫を除く）。
・�一部のサル、ヘビなどの特定動物を飼う場合は、あらかじめ保健所
長の許可が必要です。

・�ペットがいなくなったらすぐ探し、保健所、警察、動物愛護センター
に電話等で届け出ましょう。また、迷子札をつける、動物病院で「マイクロチップ」を装着および
登録するなどして、保護された際に飼い主がわかるようにしましょう。

・�動物は責任をもって最後まで面倒をみましょう。やむを得ない事情で飼えなくなった場合は、新し
い飼い主を探してください。保健所・動物愛護センターでは飼い主探しをお手伝いします。

・�動物愛護センターでは、定期的に「犬の飼い方・しつけ方教室」を開催しています。また、動物愛
護やしつけ方、動物由来感染症などについて、学校、地域の勉強会に講師を派遣します。

T　山武健康福祉センター (保健所 )	 ☎ 0475（54）0611
　　県動物愛護センター　　　　　 	 ☎ 0476（93）5711

動物による危害防止対策強化月間
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地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
防
止

県
警
で
は
、
３
月
７
日
に
Ｄ
Ｖ
・
ス

ト
ー
カ
ー
や
性
犯
罪
な
ど
の
女
性
が
被

害
者
と
な
る
犯
罪
を
抑
止
す
る
た
め

「
よ
く
し
隊
レ
デ
ィ『
あ
お
ぼ
ー
し
』」を

結
成
し
ま
し
た
。

学
校
や
女
性
の
多
い
企
業
で
、
講
話

や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
通
し
て
女
性

に
向
け
て
の
防
犯
の
心
構
え
や
被
害
対

策
を
発
信
し
、
自
主
防
犯
意
識
の
向
上

を
図
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、「
よ
く
し
隊
」は（
犯
罪
）抑
止

と「（
治
安
を
）良
く
し
た
い
」の
ニ
重
の

意
味
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。

「
あ
お
ぼ
ー
し
」は
女
性
に
向
け
て
の

防
犯
標
語
で
、
被
害
防
止
ポ
イ
ン
ト
の

頭
文
字
か
ら
名
付
け
ら
れ
、「
あ
お
」は

防
犯
灯
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
青
色
、

「
ぼ
ー
し
」は
犯
罪
の
防
止
と
、
被
る
帽

子
を
か
け
て
い
ま
す
。

あ
＝
歩
き
ス
マ
ホ
は
や
め
ま
し
ょ
う

お
＝
大
声
を
出
し
ま
し
ょ
う
・
遅
く

な
っ
た
ら
迎
え
や
タ
ク
シ
ー
の
利
用

を
！

ぼ
＝
防
犯
グ
ッ
ズ
を
活
用
し
よ
う

ー
＝
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
で
は
周
囲
を
警
戒
し
ま
し
ょ
う

し
＝
下
着
は
室
内
に
干
し
ま
し
ょ
う

　　「消しましょう

その火その時

　　　　　　　その場所で」

　11月９日から15日の一週間、秋季全国火
災予防運動を実施します。
　これからは、空気が乾燥し火災が発生し
やすい時季を迎えま
す。火災から大切な
命と財産を守るため
家庭での火の取り扱
いに注意し、火災
に対する対策をしま
しょう。

T�　消防防災課
　☎0475(80)1119

道路に隣接する土地所有者・

� 土地管理者へのお願い

　私有地の樹木が管理されず、道路上には
み出してしまい通行の妨げになり、倒木な
どによって、歩行者や車両を巻き込むと事
故につながることがあります。
　これらの原因により事故が発生した場合、
土地所有者や土地管理者の責任を問われる
ことがありますので土地の適切な管理にご
協力をお願いします。

T�　土木課
　☎0475(80)1181

　
　
短
歌
「
山
武
短
歌
会
」

京
都
市
は
春
夏
秋
冬
国
の
宝
神
社
仏
閣
通
り
も
食
も�

中
村
美
津
子

言
葉
出
ず
記
憶
の
引
き
出
し
錆
び
つ
く
か
脳
の
回
線
修
理
し
た
し
よ�

北
畠　

光
枝

イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
国
内
に
不
景
気
の
波
我
が
日
本
に
も�

平
山　

美
惠

夕
顔
の
妖
し
く
白
く
咲
く
夕
べ
病
む
夫
看
取
る
姉
を
想
え
り�

木
内　

栄
子

五
月
晴
れ
季
節
ま
ち
が
え
オ
ニ
ヤ
ン
マ
ガ
ラ
ス
に
映
る
己
に
突
進�

中
島　

康
子

白
き
萩
刈
り
込
ま
ぬ
う
ち
花
開
き
風
吹
く
ま
ま
の
姿
や
さ
し
も�

蕨　
　

文
子

山
鳩
は
今
朝
は
鳴
か
ず
に
小
雨
降
り
わ
れ
の
目
覚
ま
し
グ
ウ
グ
ウ
ス
ッ
ト
ト
ン�

遠
藤　

直
子

七
輪
で
秋
刀
魚
焼
き
し
日
は
遠
の
き
て
子
供
の
頃
の
夕
暮
れ
想
う�

半
沢　

今
子

サ
ッ
カ
ー
戦
重
圧
越
え
て
金
メ
ダ
ル
歓
声
や
ま
ず
地
元
ブ
ラ
ジ
ル�

富
谷　

治
代

啼
き
た
つ
る
夕
ひ
と
と
き
の
鳰に
ほ

の
声
残
る
暑
さ
の
湖う
み

に
聞
こ
ゆ
る�

安
藤　

昭
司

私有地 私有地道路


